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平成26年度　全国学力・学習状況調査について

　平成 26年度の問題から幾つかを取り上げて紹介したいと思います。

　（1）計算の順序の問題
　 　『全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ　~児童生徒への学
習指導の改善・充実に向けて~』（国立教育政策研究所　教育課程研究センター）では，「計算の順序に関する
きまり」に課題があると指摘されており，本年，平成 26年度もA15100-20*4として出されました。加減
と乗除の混じった計算では，乗除を先に計算するという計算のきまりがわかっていれば正解を求めることができ
ます。

　 　また，本年はA8でも，100-20*4の式で求められる問題を選ぶ問題が出されました。つまり，計算と式の
よみで全く同じ数値が用いられました。この 2つの問題を関連させると，子どもの反応として，次のようなタイ
プに分けることができます。①両方正解，②A1は正解でA8は不正解，③A1は不正解でA8は正解，④両
方不正解の 4つです。当然，それぞれのタイプに応じた指導が必要となりますが，第④のタイプの中には，計算
も式のよみも 100-20を先に行っている子どもがいます。実は，その子どもは計算の順序のきまりを間違って
理解しているだけで，式のよみはできているのです。計算のきまりさえ正しく理解すれば，式に合った問題を正
しく選択することができるのです。このように，計算の順序のきまりを単に計算だけではなく，具体的な場面と
関連させることで，子どもたちの理解度をより分析的にみることができます。

　（2）乗法の意味の問題
　 　同まとめでは，「乗法や除法の意味を理解すること」に課題があることも指摘されています。平成 26年度の問
題でも，これに関連する問題が出されました。A2のテープの長さを求める問題で，帯小数倍と純小数倍に関す
る問題です。これらはいずれも基準量*小数倍で求めることができるかをみようとしています。帯小数倍のと
きは乗法の式を用いることができるが，純小数倍のときには除法を用いるようでは困ります。そのような実態を
みることができます。

　 　更に興味深いのはB52の箸の長さを求める問題で，「一あた」の 1.5倍の意味を図的に捉える問題が出され
たことです。つまり，1.5倍が 1倍と 2倍のちょうど真ん中という意味がわかっているかをみるのです。

　 　啓林館の教科書では，上のような問題だけでなく，A問題やB問題に対応できるように『よみとる算数』『算
数の自由研究』『どんな計算になるのかな』『考えを広げよう，深めよう』『もっと練習』等を設けて，読解力や
問題解決の能力及び，思考力・判断力・表現力を育成し，算数の有用性が実感できるようにしてあります。全国
学力・学習状況調査問題と教科書との対応については，本編で詳しく紹介しています。

参考資料

1) 　『全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ　~児童生徒への学習指導
の改善・充実に向けて~』国立教育政策研究所　教育課程研究センター

2) 　『全国学力・学習状況調査の 4年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ　~児童生徒への学習指導
の改善・充実に向けて~ (資料編)　小学校 算数・中学校 数学』国立教育政策研究所　教育課程研究センター

3) 　『平成 26年度　全国学力・学習状況調査　解説資料　小学校 算数』平成 26年 4月　国立教育政策研究所　教育課程研
究センター

啓林館教科書編集委員会
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問題A　主として「知識」に関する問題

◎ 教科書との関連
（２上「たし算とひき算のひっ算（２）」）
・  2上 p.89　(2位数)+(2位数)で，繰り上がりが 2回の筆算のしかたを示しています。
    繰り上がりを忘れないために，補助数字を書かせるとよいでしょう。

◎ 教科書との関連
（３下「1けたをかけるかけ算の筆算」）
・  3下 p.23　(3位数)*(1位数)で，被乗数に空位のあ
るかけ算の筆算のしかたを示しています。

     筆算の形に書くときは，位を縦にそろえて書く
ことに注意させましょう。十の位の計算は「六れいが
0」で，繰り上げた 1とで 1になることをおさえましょ
う。

◎ 教科書との関連
（３下「小数」）

・  3下 p.73　Q:Zの位までの小数の簡単な減法のしかたを示しています。
・  3下 p.74　Q:Zの位までの小数の減法の筆算のしかたを示しています。練習問題では，(整数)-(小数)の問題を

扱っています。
     小数の減法も，0.1の何個分と考えると，整数の減法と同じように処理できることをおさえましょう。
   筆算で計算するときは，小数点をそろえて書くことに注意させます。また，p.74の 6-3.2のような計算では，

6を 6.0と考えればよいことを確認させましょう。

1　四則計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 46+57を計算する 繰り上がりのある加法の計算をするこ
とができる 数と計算 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 2 903*6 を計算する 被乗数に空位のある整数の乗法の計算
をすることができる 数と計算 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 3 9-0.8 を計算する 小数第 1位までの減法の計算をするこ
とができる 数と計算 技能 短答

▼ ３下 p.23
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◎ 教科書との関連
（４下「小数*整数，小数/整数」）
・  4下 p.46　(整数)/(整数)で，商が小数になる計算の
しかたを示しています。

・  4下 p.50　わり進む筆算のしかたを示しています。
  練習問題では，(整数)/(整数)で，商が小数になる筆
算の問題を扱っています。

    被除数の 2を 0.1が 20個と考えると，整数の
計算と同じように考えて計算できることをおさえて
おきます。筆算で計算するときは，0をつけたしてわ
り進む計算のしかたをしっかり理解させておくこと
が大切です。

◎ 教科書との関連
（４上「式と計算の順じょ」）
・  4上 p.50-51　加減と乗除の混合した式では，乗
除を先に計算するという計算のきまりを使って，
乗除の部分のかっこが不要になる式を示し，練習
問題で，加減と乗除の混合した式の計算を扱って
います。

    四則混合の式や (　 )がある式の計算の順
序について，具体例や計算練習を通して確実に理
解させることが大切です。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 5 100-20*4を計算する 減法と乗法の混合した整数の計算をす
ることができる 数量関係 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 4 2/5を計算する 商が小数になる除法の計算をすること
ができる 数と計算 技能 短答

▼ ４上 p.50

▼ ４下 p.46
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◎ 教科書との関連
（５上「分数」）
・  5上 p.106　異分母分数の加法の計算のしかたを示
しています。

    異分母分数の加法や減法は，通分してから計
算することや，通分するときは，分母の最小公倍数
を考えればよいことをおさえておきましょう。

◎ 教科書との関連
（５上「小数*小数」）
・  5上 p.40　小数でも整数と同じように何倍かを表
すことができることを示し，ある量の小数倍を求
める問題を扱っています。

・  5下 p.44　基準量と割合から比較量を求める問題
を取り上げています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・  2  選択肢 4 … 比較量が基準量より小さい場合は除法を用いると考えて，わり算の式を選んでいます。
     図を見て，数量の関係を正しくとらえさせることが大切です。整数倍にあたる量が乗法で求められること
をもとにして，0.4倍にあたる量も 80*0.4で求められると的確に判断できるよう，指導しましょう。

▼ ５上 p.106

▼ ５上 p.40

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 6 3!+5@を計算する 異分母の分数の加法の計算をすること
ができる 数と計算 技能 短答

2　乗法の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2
1

示された図を基に，赤いテープの長さ
が白いテープの長さ (80 cm)の 1.2倍
に当たるときの赤いテープの長さを求
める式を選ぶ

割合が 1より大きい場合，比較量の求
め方が (基準量)*(割合)になることを
理解している

数と計算 知・理 選択

2

示された図を基に，青いテープの長さ
が白いテープの長さ (80 cm)の 0.4倍
に当たるときの青いテープの長さを求
める式を選ぶ

割合が 1より小さい場合でも，比較量
の求め方が (基準量)*(割合)になるこ
とを理解している

数と計算 知・理 選択
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◎ 教科書との関連
（４下「分数」）
・  4下 p.72　数直線上に分数を表して，等しい分数をみつける問題を扱っています。
　（５上「分数」）
・  5上 p.101-102　分数の性質を使って等しい分数をつくるしかたを取り上げています。
・  5上 p.104-105　通分のしかたを取り上げ，通分をして異分母分数の大きさを比べる問題を扱っています。
・  5上 p.115　分数を小数で表す問題を扱っています。
     分数を通分したり，小数で表すことによって，異分母分数どうしの大小を比べることができることを確認

させましょう。また，2!は半分なので，それぞれの分数が「半分より大きいか」ということを考えれば解答でき
ることにも気づかせるとよいでしょう。分数の大きさを，実感を伴って理解させておくことが大切です。

3　分数の大きさ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3 示された分数の中から，2!より大き
いものを選ぶ

分数の相等及び大小について理解して
いる 数と計算 知・理 選択

▼ ４下 p.72 ▼ ５上 p.115
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◎ 教科書との関連
（５下「単位量あたりの大きさ」）
・  5下 p.31　3つの部屋の混み具合について，問題の場面を図で表しています。
・  5下 p.31-34　単位量あたりの大きさを求めて，2つの観点から量の大きさを比べる問題を取り上げています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・2   8/16 … 1 m2あたりの人数を，「面積/人数」と考えて，1人あたりの面積を求めています。
    問題文から，二種の量のどちらを単位量とするのかを読み取らせることが大切です。立式ができない子ど
もには，「2 m2の部屋に 4人いるとき」のような，簡単な場面で考えさせてみるとよいでしょう。

4　異種の二つの量の割合
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
1

8 m2に 16人いるAの部屋の様子を表
している図を選ぶ

二つの数量の関係について，単位量当
たりの大きさを調べる場面と図とを関
連付けることができる

量と測定 知・理 選択

2
8 m2に 16人いるAの部屋について，
1 m2当たりの人数を求める式を書く

単位量当たりの大きさの求め方を理解
している 量と測定 知・理 短答

▼ ５下 p.31-32



- 7 -

◎ 教科書との関連
（５下「円と正多角形」）
・  5下 p.70　円周を求める公式を示して，円の直径
から円周を求める問題を扱っています。

◎ 教科書との関連
（５上「体積」）
・  5上 p.17-18　体積は 1辺が 1 cmの立方体がいくつ分あるかで表すことや，1辺が 1 cmの立方体の体積が

1 cm3であることを示しています。
    体積は 1 cm3の立方体の個数で表されていることを確認させた上で，その個数が縦*横の何段分かで求め
られることから，「直方体の体積=縦*横*高さ」の公式が導かれることをしっかり理解させておきましょう。

5　円周，直方体の体積
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1
直径 6 cmの円の円周を求める式と答
えを書く

円周の長さを，直径の長さを用いて求
めることができる 図形 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 2
1 cm3の立方体を基に，示された直方
体の体積を求める

体積の単位 (1 cm3)と測定について理
解している 量と測定 知・理 短答

▼ ５下 p.70

▼ ５上 p.17-18
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◎ 教科書との関連
（４下「垂直・平行と四角形」）
・  4下 p.32　平行四辺形の性質を使って，平行四辺形の作図のしかたを考え，説明する問題を取り上げています。
    作図のしかたを説明させることによって，平行四辺形の性質に基づいて作図していることを，しっかり確
認させましょう。コンパスは，等しい長さを写すために使うこともおさえておきましょう。

▼ ４下 p.32

6　平行四辺形の作図
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6
コンパスを使った平行四辺形のかき方
について，用いられている平行四辺形
の特徴を選ぶ

作図に用いられている図形の約束や性
質を理解している 図形 知・理 選択
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◎ 教科書との関連
（２下「はこの形」）
・  2下 p.84-86，88　箱の面を写しとって特徴を調べたり，面の形を工作用紙にかいて，箱の形を組み立てる問題
を取り上げています。

　（４下「直方体と立方体」）
・  4下 p.85-88　直方体の面を写しとって特徴を調べたり，見取図や展開図をかいたり，展開図を組み立てて直方
体の箱をつくる問題を取り上げています。

    直方体の展開図とそれを組み立てた見取図を関連づけて，展開図のそれぞれの面が見取図ではどのように
表されているのかをおさえておきましょう。実際に展開図を組み立てて直方体を作らせる以外に，見取図から展
開図をかいたり，展開図から想像して見取図をかいたりする作業にも取り組ませるとよいでしょう。

▼ ４下 p.88

7　直方体の面の形と大きさ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

7 縦 5 cm，横 11 cm，高さ 4 cmの直方
体の面㋐になる四角形を選ぶ

立体図形とその見取図の辺や面のつな
がりや位置関係について理解している 図形 知・理 選択
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8　式の表す意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

8 答えが 100-20*4の式で求められる
問題を選ぶ

四則の混合した式の意味について理解
している 数量関係 知・理 選択

◎ 教科書との関連
（４上「式と計算の順じょ」）
・  4上 p.51　四則の混合した式の，計算の順序をまとめています。
・  4上 p.57　四則の混合した式とその考え方を表す図を結びつけ，その理由も説明させる問題を扱っています。
　（５上「式と計算」）
・  5上 p.58　式を見て，どのような買い物の代金を表しているかを説明させる問題を扱っています。
　（５下「面積」）
・  5下 p.16　式と面積の求め方を表す図を結びつけ，その理由も説明させる問題を扱っています。
    「加減と乗除の混合した式では，乗除を先に計算する」という計算のきまりを，日常の場面と結びつけて
考えられるようにすることが大切です。問題の選択肢のような場面をそれぞれ式に表して，その違いについて話
し合ったり，与えられた式から買い物の場面の問題を作ったりする活動を取り入れるとよいでしょう。

  言葉の式をもとにして立式するなど，日頃から，意味をしっかり理解した上で立式する態度を養っておくこと
も必要です。

▼ ４上 p.57 ▼ ５上 p.58

▼ ５下 p.16
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◎ 教科書との関連
（４下「変わり方」）
・  4下 p.79　階段の形の段の数と周りの長さの関係
を表にかいて調べて，□や£を使って式に表す問
題を扱っています。

　（５下「○や£を使った式」）
・  5下 p.82-85　2つの量の関係を，表や式にかい
て調べ，2つの量が比例しているかどうかを調べ
る問題を扱っています。

　（５下「円と正多角形」）
・  5下 p.64　正多角形の意味を示しています。
    表にかいたり，言葉の式に表したりして調
べた 2つの量の関係を，□や£を用いて式に表す
ことができるように指導します。式に表すことで，
一方の数量に対応する他方の数量を求めたりする
ことのできるよさを実感させることも大切です。
記号を使って表すことの困難な子どもには，まず
言葉の式に表してから□や£に置きかえていくよ
う，丁寧に指導するとよいでしょう。

   また，正多角形の特徴についても確認させてお
きましょう。

9　□，£などを用いた式
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

9
正五角形の1辺の長さを□cm，まわり
の長さを£cmとしたときの，□と£の
関係を正しく表している式を選ぶ

二つの数量の関係を□，£などの記号
を用いて式に表すことができる

図形
数量関係 技能 選択

▼ ４下 p.79
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問題B　主として「活用」に関する問題

◎ 教科書との関連
　（３上「計算のじゅんじょ」）
・  3上 p.102-103　乗法の結合法則について示して
います。

　（３下「1けたをかけるかけ算の筆算」）
・  3下 p.15-19　(2位数)*(1位数)の筆算のしかた
を扱っています。

    (2位数)*(1位数)の筆算を確実に身につけ
させるようにします。

   計算結果から，
  37*6=37*3*2，37*9=37*3*3

  となっていくことを乗法の結合法則と結びつけて
考え，見通しをもって計算できるようにするとよ
いでしょう。

◎ 教科書との関連
　（３上「計算のじゅんじょ」）
・  3上 p.102-103　乗法の結合法則について示して
います。

　（４上「式と計算の順じょ」）
・  4上 p.55　乗法の結合法則を使って工夫をすると，
計算が簡単にできる問題を取り上げています。

◎ 誤答の例と指導のポイント
・  37*24=37*2*12=74*12=888
  … 37*3=111を使わずに計算しています。
    例にしたがって，計算結果について，式や
言葉で筋道立てて説明することが大切です。24が 3*8，または，6*4であることから結合法則を使って説明で
きるという点をおさえておきましょう。

1　計算法則の解釈と説明（計算のきまり）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1
示されたかけ算の中で積に同じ数字が
並ぶものを選ぶ

示された場面から計算の結果の見通し
をもち，(2位数)*(1位数)の筆算をす
ることができる

数と計算 技能 選択

▼ ３下 p.19

▼ ４上 p.55

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1 2
二人の説明を基に，37*24の積が
888になることを書く

示された計算のきまりを基に，異なる
数値の場合でも工夫して計算する方法
を記述できる

数と計算
数量関係 考え方 記述
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◎ 教科書との関連
（３上「わり算」）
・  3上 p.24　わり算を使って何倍にあたる数を求める
問題を扱っています。

　（４上「2けたでわるわり算の筆算」）
・  4上 p.105　(4位数)/(3位数)の筆算のしかたを示
しています。

・  4上 p.107-108　わり算の性質を使って，大きな数
のわり算を工夫して計算する問題を扱っています。

　（５上「体積」）
・  5上 p.21　大きな体積を表す単位m3について取り上
げています。

    プールに入る水の量を 1としたとき，6・7月
の水の使用量がいくつ分にあたるかを求めることを
確認させます。わり算の性質を使うと計算が簡単にな
ることも，おさえておくとよいでしょう。

◎ 教科書との関連
（３下「表とグラフ」）
・  3下 p.64，67　棒グラフをかくとき，資料の数量の
大きさから，グラフの 1目盛りをいくつにするかを判
断する問題を扱っています。

    具体的な数値を基に，筋道立てて説明する態度
を養っていくことが大切です。この問題では，グラフ
に入る数値の最大値と水の使用量の最大値，などの 2
つの数量を比べて理由を説明する必要があります。こ
のように，説明に必要な要素をきちんとおさえて理由
を書くよう，日頃から心がけるようにさせましょう。

2　資料の観察と目的に応じた表現（水の使用量）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2 1
6・7月の水の使用量 1500 m3は，プー
ルに入る水の量 250 m3の何倍かを求
める式と答えを書く

示された場面から基準量と比較量を捉
え，倍を求めることができる

数と計算
量と測定 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2 2

1目盛りを 50 m3として学校の水の使
用量の表を棒グラフに表すとき，棒が
縦 20マスの枠の中に入らない月を選
び，そのわけを書く

最大値に着目して，棒グラフの棒を枠
の中に表すことができない理由を記述
できる

量と測定
数量関係 考え方 記述

▼ ３上 p.24

▼ ３下 p.64
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◎ 教科書との関連
（２上「ひょう・グラフと時計」）
・  2上 p.8-9　○を使って，グラフに整理する問題
を扱っています。

　（3下「表とグラフ」）
・  3下 p.60-61　棒グラフの特徴を示しています。
　（４上「折れ線グラフ」）
・  4上 p.61-62　折れ線グラフの特徴を示していま
す。

　（５下「割合」）
・  5下 p.51-53　円グラフについて，特徴を示して
います。

　（５下「割合」，「よみとる算数（２）」）
・  5下 p.56-57，88-89等　示された数種類のグ
ラフから，適切なものを選んで情報を得る問題を
扱っています。

    全体と部分の割合を見るには，円グラフが
適していることをおさえておきましょう。小学校
で学習したいろいろなグラフの特徴や違いについ
て，確認させるようにしましょう。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2 3

6・7月の水の使用量が，1年間の水

の使用量の 4!より多いことを説明す
るために用いる適当なグラフを選ぶ

全体と部分の関係を示すために用いる
グラフを選択することができる

量と測定
数量関係 知・理 選択

▼ ５下 p.51

▼ ５下 p.56-57



◎ 教科書との関連
（２上「ふえたりへったり」）
・  2上 p.102　2回増加した数量をまとめて考える
問題を扱っています。

　（３上「時間と長さ」）
・  3上 p.81　2つの時刻の間の時間を求める問題を
扱っています。

    問題から，求める時間は何かをしっかり読
み取ることが大切です。食事の時間も片付けの時
間も増やすので，合わせた分だけ準備の時間が減
ることに気づかせます。

◎ 教科書との関連
（２下「分数」）

・  2下 p.90-93　2!や 4!の意味を示しています。
    10人分の量を 1としたとき，40人分の量が 4にあたることを，しっかりとらえさせることが大切です。
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3　情報の整理・選択と判断の根拠の説明（配膳）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3 1
昨年の昼食時間を見直したときに，今
年は準備の時間を何分間にすればよい
かを書く

示された情報を基に，条件に合う時間
を求めることができる 量と測定 考え方 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3 2
40人分のご飯を分けるとき，10人分
の目安を正しく表している図を全て選
ぶ

10人分の量を基に 40人分の量を相対
的に捉え，その関係を表している図を
選択することができる

数と計算 知・理 選択

▼ ３上 p.81
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◎ 教科書との関連
（２上「かさ」）
・  2上 p.78　かさの計算の問題を扱っています。
　（５下「順々に調べて」）
・  5下 p.38-39　数量の少ない場合から順に調べて変わり方のきまりを見つけ，解決する問題を扱っています。
    問題文と図から 10人分のスープの量が 2Lであることをおさえた上で，30人分の量と残りの量，または

40人分の量とはじめの量を比べて判断，説明することが必要です。10人分が 2Lだから，20人分なら 4L，30人
分なら …… と，数量の少ない場合から順に調べていくとよいでしょう。必要な数値を示して的確に説明させるよ
う，日頃の学習の中で指導していくことが大切です。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3 3

示された分け方でスープを分けたとき，
残りの 30人にスープを分けることが
できるかどうかを選び，そのわけを書
く

示された情報を基に必要な量と残りの
量の大小を判断し，その理由を記述で
きる

量と測定 考え方 記述

▼ ５下 p.39
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◎ 教科書との関連
（４下「変わり方」）
・  4下 p.81　変わり方のきまりを表にかいてみつけ，
きまりを使って解決する問題を扱っています。

　（５上「整数」）
・  5上 p.88　倍数の意味を取り上げています。

◎ 教科書との関連
（５上「整数」）
・  5上 p.92　公倍数に着目して解く問題を取り上げ
ています。

◎誤答の例と指導のポイント
・  12は，4と 6の最大公約数です。… 用語を誤っ
て使っています。

    ㋑のリズムがそれぞれ 6の倍数，4の倍数
の小節に演奏されることに気づけば，公倍数の問
題として処理できることをおさえます。公倍数，
最小公倍数，公約数，最大公約数などの用語の意
味を混同することのないよう，確認させましょう。

▼ ４下 p.81

▼ ５上 p.92

4　事象の数学的な解釈と表現（リズム）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4 1
㋐のリズムを 3回目に演奏するのは何
小節目かを書く

繰り返されるリズムの規則性 (周期)
を見いだし，それを基に小節数を求め
ることができる

数と計算
数量関係 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

4 2
二人の㋑のリズムが重なる 12小節目
の 12はどのような数であるかを書く

二人のリズムが重なる部分を，公倍数
に着目して記述できる 数と計算 考え方 記述
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◎ 教科書との関連
（２下「三角形と四角形」）
・  2下 p.48-49　正方形や長方形，直角三角形を敷
き詰める問題を扱っています。

　（４下「だれでしょう」）
・  4下 p.98-99　問題の条件を表を使って整理し，
順序よく推論して解く問題を扱っています。

　（５下「輪投げ」）
・  5下 p.86-87　与えられた条件から筋道を立てて
推論する問題を扱っています。

◎ 教科書との関連
（２下「100 cmをこえる長さ」）
・  2下 p.67　「長さ」に関連して，体の部分を使った単位について，紹介しています。
　（5上「小数*小数」）
・  5上 p.40　小数倍の大きさを求める問題を取り上げています。

◎誤答の例と指導のポイント
・選択肢 1 … 「一あた半」を基準量，「一あた」を比較量とした図を選んでいます。
    「一あた」が基準量であることをしっかり読み取ることが大切です。図が表していることを誤りなく読み
取れることも必要なので，日頃から，倍の関係を図を使ってしっかり把握させるようにしましょう。

5　事象の観察と論理的な考察（日本の伝統文化）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1
畳の敷き方の約束を基に，残り 4枚の
長方形の板を置いた図をかく

示された条件を基に，残った平面に 4
つの長方形を敷き詰めることができる 図形 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 2
使いやすい箸の長さの目安を基に，一
あた半の長さを表している図を選ぶ

示された情報を解釈し，基準量の 1.5
倍の長さを表している図を選択するこ
とができる

数と計算 知・理 選択

▼ ２下 p.49
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◎ 教科書との関連
（５上「どんな計算になるのかな」）
・  5上 p.80-81　身の回りの事柄について，題意を把握し，小数倍の考えを使って解く問題を取り上げています。
　（５下「割合」）
・  5下 p.55　割合の積を考えて解く問題を取り上げています。

◎誤答の例と指導のポイント
・求め方　妹の身長の 10%を求めればよいので，140*0.1=14で，14 cm　　答え　 (約) 14 (cm)
  … 妹の「一あた」の長さだけを求めています。
    問題文から求めるものをしっかり読み取らせましょう。求めるものがわかりにくいときには，関係図など
を使って，基準量のどれだけにあたるのかを把握させるようにするとよいでしょう。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5 3
妹の身長を基に，妹の使いやすい箸の
長さの求め方と答えを書く

示された情報を整理し，筋道を立てて
考え，小数倍の長さの求め方を記述で
きる

数と計算
数量関係 考え方 記述

▼ ２下 p.67 ▼ ５上 p.40
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▼ ５上 p.80-81

▼ ５下 p.55



教科書を活用した
指導のポイント集
平成26年度全国学力・学習状況調査

小学校算数編
MATHEMATICS

ELEMENTARY SCHOOL
MATHEMATICS

平成26年10月 教授用資料




